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研究成果の概要（和文）：

本課題は、アルメニア語のｅ－ラーニング教材の開発と電子版辞典の編纂を目的として遂行し
た。研究期間前半で作成したデータベースから学習教材という視点で文法項目や基礎語彙を抽出
して再整理し、特にアルメニア文字の提示方法に重点をおいて教材サンプルを作成した。電子辞
書については、単なる語彙集にならないように、品詞・不規則活用・構文情報等を記載し、アル
メニア語学習に役立つ情報を積極的に取り入れた。また、基礎資料として蓄積した文法データベ
ースそのものも、今後のアルメニア語研究に活用できる付随的成果となった。 

研究成果の概要（英文）：
This project aims to develop an e-learning courseware of the Armenian language and to compile 

an electronic learning dictionary of the language. Reorganizing the grammar items and basic 
vocabulary in my original database from the perspective of foreign language study, I constructed 
some model materials of e-learning with special emphasis on the ways of displaying the Armenian 
letters. Rather than a mere collection of words and translations, the electronic dictionary provides 
the learners with grammatical descriptions such as parts of speech, irregular conjugations, syntactic 
information, etc. Furthermore, the database on the Armenian grammar compiled as a fundamental 
resource has turned out to be a by-product usable for researches on the Armenian language. 
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１．研究開始当初の背景
アルメニアは、４世紀頭にキリスト教を国

教に定めた世界最初の国であり、５世紀初め
には聖書を翻訳し、キリスト教を布教する目

的で独自のアルメニア文字が創られた。しか
し、かつてソビエト連邦に属していたことに
加え、言語自体があまり知られていないため
にその地域の文化などについての直接的な
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情報が一般的なレベルで国外に伝わってい
ないのが現状である。このような状況下で、
文化の中核をなす言語についての知識を持
つことが重要であるのは言うまでもない。

研究代表者は、かねてよりコーカサス地域
に分布するアルメニア語やグルジア語につ
いてその文法の記述や言語的特徴の整理を
続けてきた。しかし、初歩的な問題点の一つ
には、当該の言語が独自の文字を使用してい
るために、原語固有の文字でデータ蓄積する
ことが容易でなかった点がある。確かに
ASCII コードをもとにしたアルメニア文字
フォントを利用すれば、画面上も印刷上も問
題の言語を書くことが可能であったが、見か
け上ラテン文字と異なっていてもコンピュ
ータシステムにとっては他の関連のないは
ずのラテン文字と同一のコードであり、アル
メニア語のデータを適切に処理するには極
めて不便であり、十分な互換性も維持できな
かった。ところが、現在では、世界中の言語
の文字をユニバーサルに規定する、つまり、
個々の文字に唯一的なコードを当てはめる
べく策定された文字コード体系である
Unicode を Windows 等の OS が実装し、ア
プリケーションソフト側での対応も進んで
きた。今や独自の文字を持つ言語でも世界で
共有できるデータベースをパソコン上で原
文字のまま作成できる環境が整った。さらに、
CAI／CALL を活用した学習支援に加え、イ
ンターネットの普及とともにｅ－ラーニン
グの開発が進み、柔軟な言語学習の場を提供
できる時代となった。

しかしながら、その文字や地域の特殊性か
らアルメニア語（やグルジア語）の学習は、
このようなリソースを十分活用するに至っ
ていない。従って、アルメニア語のｅ－ラー
ニング教材の開発自体が新しい試みである
ことに加え、マイナーな非ラテン系文字を持
つ言語のインターネット教材を開発する際
に直面する問題点を指摘し、その改善のため
の提案ができることが本研究のもつ意義の
一つである。さらに、単なる語彙集的な「オ
ンライン辞書」ではなく、学習者にとって有
用な情報を埋め込んだ電子辞書を作成し、ｅ
－ラーニング教材との連携を強化するシス
テムの開発を目指す点も本研究課題の特徴
である。

２．研究の目的
世界の文字を体系化した Unicode を用い

て、独特の文字を持つ言語でもパソコン上で
容易に扱える環境が整い、ｅ－ラーニングを
活用した柔軟な言語学習の場を提供できる
時代となった。しかし、アルメニア語は、そ
の文字専用の Unicode 領域が付与されてい
るにもかかわらず、その学習は前述のような
リソースを十分活用するに至っていない。こ

のような現状を踏まえ、本研究では、アルメ
ニア語のｅ－ラーニング教材の開発と電子
版辞典の編纂を目的とする。小言語であるア
ルメニア語は、他の大言語とは異なる視点を
ｅ－ラーニング教材の開発にもたらす可能
性を持つ。非ラテン系文字を持つ言語の教材
を開発する際に直面する問題点を指摘し、小
言語の教材開発に対する新たな道を示した
い。さらに、学習者にとって有用な情報を埋
め込んだ電子辞典を考案するととともに、ｅ
－ラーニング教材との連携を強化した学習
システムの開発を目指す。

３．研究の方法
まず、既存の紙媒体の学習書を対象に、提

示されている文法項目を調査しデータベー
ス化して整理する。次に学習書等で用いられ
ている語彙を抽出してデータベース化し、不
規則活用、格支配などの文法情報を加えてい
く。教材や辞書に用いるアルメニア語の例文
等の適否については、言語コンサルタントに
協力を請う。また、ｅ－ラーニング関係の調
査や文献収集のための出張を行うとともに、
国外のアルメニア語教育機関への調査出張
を計画している。数課からなる教材と辞書を
試作し、改良を重ねていき、最終的には、開
発段階であきらかになった問題点やその解
決策の提案をまとめ、それに沿った教案を作
成する。

４．研究成果
アルメニア語のｅ－ラーニング教材の開発

と電子版辞典の編纂という目的が達成されれ
ば、ｅ－ラーニング教材の開発に他の大言語
を対象とした場合では得ることができない視
点をもたらす可能性が高いと考え、研究を進
めてきた。

初年度から構築してきた文法・語彙のデー
タベースを構築してきた。その中から重要な
ものを抽出し、互いに有機的に関連づける方
策を考案し、学習教材という視点から整理し
た。非ラテン系のアルメニア文字の提示とい
う問題に重点を置いて、統一的な総合的教材
のデザインを意識しながら、教材サンプルを
作成した。教材作成および電子辞書構築の過
程を通し、特殊な「小言語」の電子教材を作
成するためのノウハウが蓄積され、それらが
この分野の研究の次の段階に活用されること
が、本課題における学問的期待の一つである。
当該の教案サンプルによってそれが部分的に
でも具現化できたと思われる。

また、電子教材の総合的開発という点につ
いては、語彙間、文法情報間、辞書とｅ－ラ
ーニング本体との間、等のクロスレファレン
ス機能を備えた教材と辞書との連携を密にし
たシステム構築をめざしたが、技術的な能力
不足のため、十分に実用化できるまでには至



らなかったものの、クロスレファレンスに関
する情報を文法・語彙データベースに埋め込
み、システムの設計図となるように改良した。
その結果、基礎資料として蓄積した当該のデ
ータベースそのものが、ｅ－ラーニング教材
とは独立させても、今後のアルメニア語研究
にとって大いに役立つ付随的成果となった。
今後のｅ－ラーニング教材は、固定のＰＣ

ではなく、タブレット端末等の新しい機器を
意識する必要があろう。フォント書体の利用
の可否など、本課題の成果をそのまま移植す
るのは技術的には容易でない面があるだろ
うが、小言語のｅ－ラーニング教材開発にお
ける初期段階の諸問題については解決の道
筋を提示できたのではないかと考える。
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